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お
知
ら
せ

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

16

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始

型
）
の
ご
案
内

埼
玉
県
勤
労
者
向
け
融
資
制

度
の
ご
案
内

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も

り
専
門
相
談
を
実
施

平
成
25
年
版
「
埼
玉
県
民
手

帳
」
を
頒
布
し
ま
す

　

今
後
の
農
業
の
維
持
・
発
展
の

た
め
、
国
・
県
・
市
が
連
携
し
新

規
青
年
就
農
者
を
支
援
す
る
就
農

総
合
支
援
事
業
と
し
て
、
就
農
直

後
の
不
安
定
な
所
得
を
確
保
す
る

給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

支 

援
内
容　

年
間
１
５
０
万
円
を

最
長
５
年
間
給
付
（
75
万
円
ず

つ
半
年
ご
と
）

主
な
要
件

① 

就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で

あ
る
こ
と

② 

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
就

農
で
あ
る
こ
と

③ 

独
立
・
自
営
就
農
で
あ
る
こ
と

（
給
付
対
象
者
名
義
で
農
地
の

所
有
権
や
利
用
権
を
有
し
生
産

物
を
出
荷
し
て
い
る
等
客
観
的

に
独
立
・
自
営
就
農
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
）
な
ど

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.m
aff .go.

jp/j/new
_farm

er/n_syunou/
roudou.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

込　

10
月
31
日
㈬
ま
で
に
左
記

へ
★
農
政
課
☎
㉕
１
１
７
７

　

埼
玉
県
で
は
、
勤
労
者
の
み
な

さ
ん
が
必
要
と
す
る
資
金
の
貸
付

を
低
利
で
行
っ
て
い
ま
す
。

使
途

・ 

応
急
資
金　

入
院
費
、
被
災
復

旧
費
な
ど

・ 

子
育
て
支
援
資
金　

出
産
費
、

託
児
費
、
産
休
育
休
時
の
減
少

す
る
賃
金
の
補
填
、
義
務
教
育

修
了
後
の
教
育
費
な
ど

・ 

失
業
資
金　

再
就
職
ま
で
の
生

活
費
な
ど

融
資
限
度
額

・ 

応
急
資
金
・
子
育
て
支
援
資
金

（
育
児
）　　
　
　

１
０
０
万
円

・
子
育
て
支
援
資
金
（
教
育
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

・ 

失
業
資
金　

70
〜
１
０
０
万
円

融
資
利
率

・ 

応
急
資
金
・
子
育
て
支
援
資
金

１
・
９
％
（
別
途
保
証
料
０
・

７
％
）

・ 

失
業
資
金　

１
・
５
％
（
別
途

保
証
料
０
・
６
％
）

返
済
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還

申 

込
・
審
査　

中
央
労
働
金
庫
県

内
各
支
店

★ 

埼
玉
県
勤
労
者
福
祉
課
☎
０
４

８―

８
３
０―

４
５
１
８

　

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　
10
月
22
日
㈪　
午
後
１
時
〜

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日 

時　

10
月
12
日
㈮
、
11
月
９
日

㈮　

午
後
１
時
30
分
〜

＊ 

①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

サ
イ
ズ　

大
型（
14
㎝
×
８・５
㎝
）

色 　

２
種
類（
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ

ブ
ル
ー
）

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
）

販 

売
期
間　

10
月
18
日
㈭
〜
12
月

21
日
㈮
（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　

・
商
工
課
（
市
役
所
４
階
）

・
環
境
産
業
課
（
総
合
支
所
２
階
）

★ 

商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５
、
環
境

産
業
課
☎
72
１
３
３
１
（
内
線

２
３
３
）

　日本の人口はこのまま少子化が進んで行くと、50年後
には高齢者が全体の４割になり、急速な減少によって50
年後には現在の３分の２、100年後には約３分の１、約
4,300万人になるとの推計が専門機関から出ています。
　この将来予測に、私は非常に危機感を持っています。何
としても持続可能な日本にするべく、社会の縮小を大前提
にしつつも、それを傍観せず、どうしたら起こりうる問題
を未然に防ぎ、子孫にツケを残さず、より良い遺産を残せ
るか、これからの時代、国民の知恵と地道な努力が求めら
れています。
　最重要課題は出生率の上昇でしょう。適齢期の方々が結
婚して子どもを産み育てやすくなるための環境整備が必要
です。また、現在子どもを産み育て、２人目３人目を授か
りたいという方々への支援が、実効性のある施策であると
私は考えます。
　一方、超高齢化社会に備えて、老若男女みんなが各々の

力を発揮して、共に支え合う安心の地域社会の仕組みを創
り上げることも必要です。
　さて本庄市も、残念ながらこのところ人口の減少が起き
ています。しかし、交通の便が良く安全な水や農産物に恵
まれるなどの地理的優位性を持っているのですから、自然
減は仕方ないとしても、人口の社会増を図りたいと考えま
す。例えば地震の際に揺れが少ない、空気も良く本庄に引っ
越して健康を回復した方がいるなどのさまざまな事象を一
度きちんと検証し、安全と安心をＰＲし、企業誘致や人口
の定住化につなげたいと考えます。
　国民の地道な営みによって、何とか50年後100年後も、
安定し持続可能な日本社会を実現したいものです。そして
その中にあって本庄市も、その優位性を最大限発揮し、市
民が積極的にまちづくりに参画し、だれもが憂いなく安全
で安心して暮らせる、品格ある都市として50年後、100
年後にも存続できるよう、市長として市民の皆さまと手を
携えて頑張って参りたいと存じます。

人口問題を考える
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※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
１日㈪・９日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪・11月５日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
１日㈪・９日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪・11月５日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

11日㈭～15日㈪

今月の納税納付 ［納期限：10月31日㈬］
・市県民税　　３期　・国民健康保険税　　　　４期
・介護保険料　４期　・後期高齢者医療保険料　４期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　10月５日㈮・11月５日㈪　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

催　

し

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開

催

歩
む
会
主
催
「
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

」
を
開
催

『
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
』
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

第
36
回
戦
争
と
平
和
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
を
開
催

〜
東
北
復
興
支
援
が
ん
ば
ろ

う
日
本
〜
「
第
27
回
児
玉
商

工
ま
つ
り
」
を
開
催

　

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、
コ

ス
モ
ス
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

祭
り
終
了
後
に
は
、
コ
ス
モ
ス

の
摘
み
取
り
が
で
き
ま
す
。

日 

時　

10
月
20
日
㈯　

正
午
〜
午

後
６
時
（
雨
天
の
場
合
は
21
日

㈰
に
順
延
）

会 

場　

久
々
宇
集
落
北
側
（
備
前

堀
橋
手
前
）

内 

容　

民
俗
芸
能
（
あ
づ
ま
音
頭
）、

民
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
小
菊
、
農

産
物
バ
ザ
ー
ほ
か

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８

日 

時　
10
月
20
日
㈯　

午
前
11
時
〜

午
後
２
時

会
場　

本
庄
総
合
公
園
芝
生
広
場

内 

容　

模
擬
店
、
障
害
者
作
業
所

作
品
、
日
用
品
、
リ
サ
イ
ク
ル

品
な
ど

※
地
域
の
太
鼓
同
好
会
に
よ
る
太

鼓
の
競
演
も
あ
り
ま
す
。

【 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の
応

募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
】

１
ス
ペ
ー
ス　

２
ｍ
×
２
ｍ

費
用　

５
０
０
円（
管
理
手
数
料
）

＊ 

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山

ば
と
作
業
所
・
山
部
（
☎
㉑
７

２
７
３
）
へ

　

み
ん
な
で
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
27
日
㈯　
午
後
２
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

な
し　

申 

込　

10
月
13
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

　

工
作
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

※
駐
車
場
は
本
庄
東
公
民
館
も
ご

利
用
で
き
ま
す

日 

時　
10
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
〜

３
時
30
分

内 

容　

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
お
菓

子
つ
り
、
工
作
ほ
か

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

　

児
玉
地
域
の
事
業
所
が
日
頃
の

ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
み
な
さ
ん

に
よ
い
品
を
安
く
ご
提
供
し
ま
す
。

　

大
抽
選
会
や
ゲ
ー
ム
、
八
木
節

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
行
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日 

時　
10
月
21
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
場　

児
玉
駅
前
通
り

★
児
玉
商
工
会
☎
72
１
５
５
６

日
時　

11
月
４
日
㈰　

　

開
場　

午
後
１
時

　

開
会　

午
後
１
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

内
容

◎
講
演
会

講 

師　

肥
田　

舜
太
郎　

氏
（
95

歳
・
被
ば
く
者
・
医
師
）

演 

題　
「
内
部
被
ば
く
を
生
き
抜

く―

広
島
か
ら
福
島
へ
」「
低

線
量
被
曝
な
ら
大
丈
夫
な
の
か
？
」

※
サ
イ
ン
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
中
村
忍
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　

無
料

※
会
場
で
は
、
手
話
通
訳
が
あ
り

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
市
民
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
本
庄
民

主
商
工
会
内
）
☎
㉑
６
２
６
５

用 

意　

袋
（
作
っ
た
も
の
等
を
持

ち
帰
る
の
に
使
い
ま
す
。）

申 

込　

10
月
９
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

本庄北高校プレ文化祭
～林家たい平落語独演会他～

　本庄北高等学校最後の文化祭で、地域のみなさん
に感謝の気持ちを込めた企画です。
日時　10月28日㈰　午前９時45分開演
入場料　無料　会場　本庄北高校体育館
申 込　10月９日㈫から往復はがきに必要事項を記
入のうえ、本庄北高へ
※詳しくは本庄北高ホームページ（http://www.
honkita-h.spec.ed.jp/）をご覧ください。
＊ お問い合わせは本庄北高等学校・教頭（☎㉔4424）へ




